
令和５年 8月 30日 

 

☀おけさ柿生産者の皆様へ  

                             JA羽茂営農課 

 

☀おけさ柿着果量調査・生育状況と今後の管理について 
 

 

① 着果量調査の結果(8/18) ※羽茂の調査樹のみ 
 ・着 果 数     平 核 無       刀根早生 

Ｒ５   ４５７果       ４２６果 

Ｒ４   ４９５果( 92.3％)   ４５８果( 93.0％) 
（５年平均） ４０９果(111.7％)   ３８９果(109.5％) 

※日焼け果・奇形果などが散見されています。 
園地によりバラつきはありますが、全体的に着果量は両品種とも平年より多い状況です。 

 

② 生育状況について 

8月 25日の生育調査では、果実肥大は「平種無」が平年比 101％、刀根早生 100％と

平年並みとなっております。葉色 SPAD値は両品種とも平年を下回っているものの、6

月下旬以降は適正～濃いと考えられます。 

 

③ 今後の管理・病害虫防除について（注意点） 

・着果量調査の結果、園地によっては摘果の見残しが多い圃場も見受けられます。 

 各自園地の状況を確認し、強烈な日焼け果や奇形果を仕上げ摘果して下さい。 

尚、気温の低下・降雨が見られるまでは急がずに行いましょう。 

※一部園地では果実が萎む症状も見られます。その場合、摘果せず様子を見ましょう。 

・伸びすぎた雑草からは水分が蒸発し、樹体が利用できる水分が減少します。草丈 30cm 
以上の園地は水分の蒸散を低減するため除草しましょう。 

・８月中旬に入りカメムシ類・ハスモンヨトウの発生が増えてきております。 

  防除が遅れないよう発生状況を確認して、適期防除を行いましょう。 

 

その他連絡事項 

・最終防除が終了次第、栽培管理日誌の提出をお願いいたします。 

・昨年から今年にかけて農作業事故が多発しております。計画的に作業を行い、なるべく

一人で作業しないよう周囲の方々と協力して行いましょう。 


